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Ⅰ．NAREGIミドルウェアとは

• NAREGIミドルウェアで何ができるのか？

• NAREGIミドルウェアの位置づけ



～NAREGIホームページより～
NAREGI( National Research Grid Initiative )
サイエンスグリッド環境の実現を目的

研究コミュニティの形成、研究の連携、
計算資源の効率的な利用環境の実現

NAREGIグリッドミドルウェア
・ヘテロなスーパーコンピュータ、ハイエンドサーバなど
の計算資源を利用者から見て仮想的な一つの大きな
計算資源にみせる。
・利用者にとってユーザフレンドリーな環境
・実組織とは異なる仮想組織（ VO: Virtual Organization )
の研究コミュニティを必要に応じて動的に形成



NAREGIミドルウェア、次世代スー
パーコンピュータの基盤ソフトウェア

（基盤センター、β版導入）

２００６．４

夏

NAREGIミドルウェアβ版
（基盤センター、α版導入）

２００５

秋

NAREGIミドルウェアα版２００４

NAREGIとしてスタート２００３．４

「最先端・高性能汎用スーパーコン
ピュータの開発利用」プロジェクト
（２００６～２０１０）ペタスケール時代

の計算研究環境



Ⅱ．NAREGIミドルウェアと
名大センターの取組み

・NAREGIミドルウェアβ版導入
・ｅ－サイエンス研究分野の採択

（CSI委託事業）
２００６年度

・NAREGI-CAのサービス
・NAREGIミドルウェアα版の

実証実験

２００５年度

NAREGI-CAの構築と
グリッド連携

２００４年度



キャンパスLAN（NICE)

Fedora Core2
NAREGI-CA,RA

PCクラスタ（Linux 2.4)

NAREGI-CAの構築環境

NAREGI-CAの構築とグリッド連携
＜２００４年度＞

Globus2.4.2SimpleCA

UNICORE
UNICORE
Forum-CA

グリッドミドルウェア

CA



NAREGI-CAとGlobusとの連携

Simple-CAからNAREGI-CAへ

手順

1. NAREGI-CAの構築
2. ユーザ証明書の取得
3. NAREGI-CAのCA証明書の配布
4. CA証明書のsigning_policyの編集
5. Grid-mapfileの編集
6. ホスト証明書とLDAP証明書の取得

＜２００４年度＞



Gateway

UNICORE

NJS
Client

UUDB

NAREGI-CAとUNICOREとの連携
UNICORE Forum-CAからNAREGI-CAへ

user-ID

Gatewayの証明書

NAREGI-CAの証明書

NJSの証明書

userの証明書

＜２００４年度＞



２００５年度

・NAREGI-CAのサービス
・NAREGIミドルウェアα版の

実証実験



アプリケーション
サーバ

hpc
sp004 sp001 sp0sp003sp002

NJS TSI

Client

UUDB

NICE

PCクラスタ

石井研究室

・・・・

UNICORE
Gateway 4.1.0
NJS 4.2.0
TSI 4.1.0
UUDB 1.0.0
CA：OpenSSL

CAサーバ

CA:NAREGI-CA

Gateway

OS: Solaris9

NJS TSI
NJS TSI

NJS TSI NJS TSI
NJS TSI

Gateway

Globus 3.2
MPICH-G2 1.2.6

OS: Linux 2.4
Globus 3.2
MPICH-G2 1.2.6
CA：Simple-CA

スーパーコンピュータ HPC2500
Globus 3.2

MPICH-G2 1.2.6

OS: Solaris9    UNICORE
Gateway 4.1.0 NJS 4.1.0  
TSI 4.1.0  UUDB 1.0.0

＜２００５年度＞



PCクラスタ（Linux 2.4)

スーパーSINET
DWDM

Catalyst    4506         

MPLS(B)
＜７センターと接続＞

MPLS（A)
＜NAREGIとも接続＞

202.241.95.153210.146.71.33

HUB

GridVM ノード
＆

計算ノード

キャンパスLAN（NICE）

計算ノード

（Red Hat 8)

スーパーコンピュータ
(Solaris9)

(Red Hat 8)

NAREGIミドルウェアα版実験環境

ISノード SSノード Operation
ノード

NAREGIミドルウェア実験システム
石井研究室

＜２００５年度＞



GridVM Engine、PBS Pro Execution計算ノード

IS SQLクライアント、
SS（ジョブ実行制御サービス）、
GridVM Scheduler／Engine、GVS並列可視化
Globus Toolkit、UNICORE、LRPS、
OGSA-DAI、PBS Pro Server／Execution、
Arcon Client Lib

GridVM
ノード
&

計算ノード

GVS Servlet、PSE、Work Flow Tools、
Globus Toolkit、Arcon Client Lib

Operation
ノード

Super Scheduler本体、UNICORE、
Globus Toolkit、Arcon Client LibSSノード

Information Service本体
Super Scheduler（資源ブローカリングサービス）
Globus Toolkit、OGSA-DAI

ISノード

ソフトウェアノード種類

＜２００５年度＞



NAREGIミドルウェア構築上の問題点

単一のGridVM内には、CPU数の異なる計算ノードが含まれては
いけない。
“GridVM内の計算ノードはシステム的に均一であること”が仕様
とのこと。

（これは、α版ばかりではなく、β版においても同じとのこと。）

１CPU構成のマシンであるにもかかわらず、ジョブのスケジューラ
（PBSpro）のライセンスを２とすることで、見かけ上、均一なマシン
環境にすることで対処。



NAREGIミドルウェアα版の問題点

PSE関連
¾ アプリケーションの登録時に計算ノードではなく、オペレーション
ノードで実行が行われる。
¾ Webクライアントの環境が、Javaのランタイムライブラリの
バージョンで制限される（1.4系のみサポート）。

WFT関連
¾ パスワードの登録において、rootが平文でファイルに登録する
箇所あり。セキュリティ上問題。
¾ 計算ノードでのジョブの実行が、unicoreというユーザで実行され
るため、ジョブの実行に必要なファイルの権限をotherに対して付
与しなければならない。これもセキュリティ上問題。
¾ Webクライアントの環境が、Javaのランタイムライブラリの
バージョンで制限される（1.4系のみサポート）。



２００６年度

・NAREGIミドルウェアβ版導入

・ｅ－サイエンス研究分野の採択での
（CSI委託事業）
連携



ナノアプリケーションのグリッドへの対応

データ
グリッド

グリッド
プログラミング
・グリッドRPC
・グリッドMPI

グリッド可視化 グリッドPSE

グリッドワークフロー

スーパー
スケジューラ 分散情報サービス

ネットワーク通信基盤、性能評価、セキュリティ・認証

(Globus,Condor,UNICORE→OGSA)

グリッドVM

NAREGIグリッドミドルウェアNAREGI
HPより



スーパーSINET
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202.241.97.129
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(S Linux)
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300GB

GridVM Node
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NAREGIミドルウェアβ版実験環境



ｅ－サイエンス研究分野の振興を支援する
CSI（Cyber Science Infrastructure)委託事業

・名古屋大学太陽地球環境研究所 荻野瀧樹教授

ジオスペースバーチャル研究所／バーチャルオーガニゼーション
構築の基礎研究

・名古屋大学大学院工学研究科 金田行雄教授

乱流の計算科学
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e-サイエンスでのNAREGIβ版構成



Ⅲ．NAREGIミドルウェアβ版
のインストール事例

２１％
その他

５３％設定ミス

２６％マニュアル不備

インストール時のトラブル

開発者への問合せ（19件）



インストールに関して

• 多数の設定ファイルを修正する必要があるので、
入力ミスによりエラーを誘発

• 出力されるエラーが膨大
• 複数のノードで連携しているため、エラー原因の
追究が非常に困難

• セキュリティに注意
（RedHat 9.0)



β版を使ってみて

• WFTで ”Exception”で終了した場合、ユーザのミ
スなのか、ミドルウェア側の問題なのかの判断が、
ユーザサイドからは、わからない。
（NAREGIミドルウエアでは、各種のサービスが
動作している。これらのサービスがすべて正常に
動作していないと、ユーザのジョブは、エラーとな
る。）
• PortalノードのPortalユーザの証明書の有効期限
のdefaultが１２時間。
有効期限が切れると、エラーを引き起こすが、ユー
ザには、そのために起こったエラーとはわからない。

１２時間 → ２００日
＜セキュリティ上は問題＞






















